
船舶事故調査報告書 

令和７年４月２３日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和６年７月２１日 １０時４０分ごろ 

発生場所 山口県下関市竹ノ子島西方沖 

 下関南風
は え

泊
どまり

東防波堤灯台から真方位２５９°１,０２０ｍ付近 

 （概位 北緯３３°５７.１′ 東経１３０°５２.３′） 

事故の概要  遊漁船筑前蛭子
ちくぜんえびす

丸は、北東進中、干出浜に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和６年８月１９日、主管調査官（門司事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

遊漁船 筑前蛭子丸、５トン未満（長さ９.４０ｍ） 

 ２９０－２１１２３福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 推進器軸及び舵軸に曲損 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 西北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 下げ潮の初期、潮位 約１６０cm（八幡） 

下関市には、７月１８日０４時３６分に強風注意報が発表され、本

事故時も継続中であった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人１人及び釣り客５人を乗せ、

遊漁の目的で関門港若松区第２区の松ヶ島船溜
だ

まりを出港し、若松航

路の南側で遊漁を行った後、竹ノ子島北東方沖の釣り場（以下「本件

釣り場」という。）へ向けて移動を開始した。 

 本船は、船長が、レーダー及びＧＰＳプロッターを作動させ、針路

を関門航路第９号灯浮標（以下、灯浮標については「関門航路」を省

略する。）の西方沖に向け、約１０ノットの対地速力で北東進した。 

 船長は、関門航路を横断して第９号灯浮標を通過する際、目視によ

り船首方の海面状況を確認しながら航行すれば安全に航行できると思

い、航行を続けていたところ、推進器及び舵に衝撃があり、機関が停

止した。 

 船長は、その後、本船が風浪等で圧流され、竹ノ子島西岸に漂着し

たので、知人及び釣り客と共に上陸した。 

 船長は、別の知人に携帯電話で連絡して救助を依頼し、来援した同

知人の船で本船の引き出しを試みたが、引き出すことができず、１１８

番通報した。 

本船の喫水は、船首約０.５ｍ、船尾約１.２ｍであった。 

 船長は、これまで、若松航路南側の海域、関門港若松区第６区の

安瀬
あ ん せ

泊地、本件釣り場の順で遊漁を行っており、若松航路南側の海域



から本件釣り場に直接向かったのは、今回が初めてであった。 

 船長は、ふだん、本件釣り場から松ヶ島船溜まりに帰港する際は、

第７号灯浮標の北方を通過していた。 

海図Ｗ１３５（関門海峡）、Ｗ１２６３（関門港中部）及びＷ１２６４

（関門港北部）によれば、竹ノ子島西方沖には干出浜が拡延してお

り、その西端に高さ約０.４ｍの干出浜（以下「本件干出浜」とい

う。）が存在していた。 

船長は、竹ノ子島西方沖の干出浜の拡延状況を把握しておらず、ま

た、本船のＧＰＳプロッターに本件干出浜が表示されていたものの、

ＧＰＳプロッターを活用するなどして水路状況及び船位を確認してい

なかった。 

船長、知人及び釣り客は全員救命胴衣を着用していた。 

（付図１ 事故発生経過概略図 参照） 

分析  本船は、竹ノ子島西方沖を北東進中、船長が本件干出浜に気付か

ず、本件干出浜に乗り揚げたものと考えられる。 

 船長は、目視により船首方の海面状況を確認すれば、水路を安全に

航行できると思い、ＧＰＳプロッターを活用しなかったことから、本

件干出浜に気付かなかったものと考えられる。 

ＧＰＳプロッターには、本件干出浜が表示されていたことから、船

長がＧＰＳプロッターを活用すれば、水路状況及び船位が正確に確認

できたものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、竹ノ子島北西方沖を北東進中、船長がＧＰＳプ

ロッターを活用するなどして船位を正確に確認していなかったため、

本件干出浜に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船長は、事前に航行予定海域の水路調査を行うとともに、航行の

際にはＧＰＳプロッターを活用すること。 

 



付図１ 事故発生経過概略図 
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